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馬
宗
霍
『
中
国
経
学
史
』
訳
注
（
一
）

橋
本
昭
典

井
澤
耕
一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
中
華
民
国
期
の
経
学
者
・
馬
宗
霍
（
一
八
九
七
―
一
九
七
六
）

の
代
表
的
著
作
『
中
国
経
学
史
』
の
訳
注
で
あ
る
。
馬
宗
霍
は
現
在
の
湖
南

省
衡
陽
市
の
生
ま
れ
、
も
と
の
名
は
驥
、
字
は
承

 
。
宗
霍
は
号
で
あ
る
。

き

こ
ん

馬
は
郷
里
の
船
山
書
院
で
、
湖
南
の
経
学
大
師
・
王

運
に
、
後
に
江
南
の

が
い

地
で
、
古
文
経
学
の
大
学
者
・
章
炳
麟
に
師
事
し
た
。『
中
国
経
学
史
』
は
、

一
九
三
六
年
、
章
炳
麟
主
編
の
『
制
言
』（
半
月
刊
、
第
九
〜
十
六
期
）
に
連

載
さ
れ
た
『
歴
代
経
学
述
略
』
を
増
補
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
年
十

一
月
、
商
務
印
書
館
よ
り
「
中
国
文
化
史
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ

た
。
本
書
は
全
十
二
篇
か
ら
成
り
、
そ
の
詳
目
は
、
第
一
篇
「
古
之
六
経
」、

第
二
篇
「
孔
子
之
六
経
」、
第
三
篇
「
孔
門
之
六
経
」、
第
四
篇
「
秦
火
以
前

之
経
学
」、
第
五
篇
「
秦
火
以
後
之
経
学
」、
第
六
篇
「
両
漢
之
経
学
」、
第
七

篇
「
魏
晋
之
経
学
」、
第
八
篇
「
南
北
朝
之
経
学
」、
第
九
篇
「
隋
唐
之
経
学
」、

第
十
篇
「
宋
之
経
学
」、
第
十
一
篇
「
元
明
之
経
学
」、
第
十
二
篇
「
清
之
経

学
」
で
あ
る
。

経
学
は
清
末
に
入
っ
て
、
今
文
経
学
の
復
興
と
そ
れ
に
伴
う
古
文
経
学
と

の
対
立
と
い
う
局
面
を
迎
え
た
。
馬
宗
霍
は
師
で
あ
る
章
炳
麟
の
古
文
経
学

説
の
影
響
を
受
け
て
は
い
る
も
の
の
、「
序
」
で
自
ら
表
明
す
る
よ
う
に
、
史

料
に
基
づ
い
た
正
確
な
歴
史
を
綴
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
と
く
に
秦
火

前
後
の
経
学
を
詳
述
す
る
篇
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
し
か

る
に
、
本
書
が
出
た
民
国
中
期
は
学
術
の
新
旧
交
代
が
急
速
に
進
み
、
経
学

は
旧
時
代
の
遺
物
と
し
て
ま
さ
に
存
亡
の
危
機
に
あ
っ
た
。
他
方
、
日
本
に

お
い
て
、
一
九
二
七
年
に
本
田
成
之
『
支
那
経
学
史
論
』（
弘
文
堂
書
房
）
が

出
版
さ
れ
る
。
こ
の
書
は
、「
経
学
の
如
き
は
或
は
将
来
支
那
本
国
よ
り
も
日

本
で
保
存
さ
れ
る
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
が
無
い
と
も
限
ら
ぬ
と
思
ふ
」
と
い

う
一
文
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
当
時
の
中
国
に
お
け
る
経
学
研

究
に
多
大
な
衝
撃
を
与
え
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
八
年
に
民
国
を
代
表
す
る

経
学
者
・
周
予
同
は
、
皮
錫
瑞
『
経
学
歴
史
』
注
釈
本
（
商
務
印
書
館
）
の

序
文
（「
経
学
史
与
経
学
之
派
別
」）
に
お
い
て
本
田
書
に
触
れ
、
中
国
で
こ

の
よ
う
な
書
が
出
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
「
不
能
不
刺
骨
地
感
到
慚
愧
了

（
骨
身
に
染
み
る
ほ
ど
深
く
恥
じ
入
ら
ず
に
は
お
れ
な
く
な
っ
た
）」
と
感
懐
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を
述
べ
て
い
る
。
一
九
三
四
年
に
は
本
田
の
書
の
中
国
語
訳
が
商
務
印
書
館

（
江
侠
庵
訳
）
か
ら
、
翌
一
九
三
五
年
に
は
中
華
書
局
（
孫
俍
工
訳
）
か
ら

り
ょ
う

そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
る
。
馬
宗
霍
の
書
が
世
に
出
た
の
は
そ
の
一
年
後
で
あ

っ
た
。
馬
は
本
書
を
著
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
学
の
盛
衰
の
跡
を
学
ぶ
こ
と

の
意
義
を
説
い
た
。
本
書
は
、
経
学
の
通
史
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
え
る
時
、
近
代
中
国
に
お
け
る
経
学
研
究
の
意
義
、

さ
ら
に
は
当
時
の
中
日
学
術
交
流
の
実
相
の
一
端
を
探
究
で
き
る
も
の
と
し

て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
本
訳
注
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
観
点

を
も
提
供
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

な
お
、
本
訳
注
（
一
）
で
は
「
序
」
と
第
一
篇
の
前
半
部
分
を
訳
出
し
た
。

〔
凡
例
〕

・
本
文
は
、
一
九
三
六
年
商
務
印
書
館
刊
行
の
「
中
国
文
化
史
叢
書
」
本
を

底
本
と
し
た
。

・
本
文
は
適
宜
分
節
し
、（
一
）（
二
）
…
…
の
番
号
を
付
し
た
。

・
本
文
に
は
、
馬
宗
霍
の
自
注
が
小
字
双
行
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、

本
訳
注
で
は
編
集
の
都
合
上
、
字
体
は
変
え
ず
に
、【

】
内
に
挿
入
す
る

形
で
示
し
た
。

・
訳
文
中
の
（

）
内
は
訳
者
の
補
注
で
あ
る
。

馬
宗
霍
『
中
国
経
学
史
』

序

「
経
」
と
は
典
籍
の
総
称
で
あ
り
、
六
芸
の
み
が
名
乗
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
六
芸
と
は
聖
人
た
ち
が
拠
り
所
と
し
た
書
の
こ
と
で
あ
り
、
孔
子
の
み

そ
れ
を
手
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
孔
子
が
六
芸
を
教
え
と
し
、

刪
定
を
行
っ
て
か
ら
は
、
中
国
で
六
芸
を
論
じ
る
者
は
み
な
、
孔
子
を
基
準

と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。(

１)

六
芸
が
基
準
と
さ
れ
て
以
降
も
、
典
籍
は
多
く

存
在
し
て
い
た
が
、
学
ぶ
者
は
必
ず
六
芸
を
基
準
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
お
そ
ら
く
六
芸
の
み
が
経
と
い
う
名
称
に
な
っ
た
の
は
、
こ
こ
に
始

ま
る
の
で
あ
ろ
う
。
孔
子
が
亡
く
な
る
と
微
言
は
絶
え
、
七
十
人
の
弟
子
が

い
な
く
な
る
と
大
義
は
見
失
わ
れ
た
。(

２)

秦
代
に
焚
書
の
憂
き
目
に
遭
う
と
、

経
書
が
そ
こ
で
滅
ん
で
し
ま
っ
た
。
漢
が
興
り
、
散
り
散
り
に
な
っ
て
い
た

経
書
を
収
集
す
る
と
、
至
る
所
か
ら
見
出
さ
れ
た
。
武
帝
の
時
に
百
家
が
退

け
ら
れ
る
と(

３)

、
そ
こ
で
よ
う
や
く
、
経
は
一
尊
の
地
位
を
確
立
し
た
が
、

も
と
よ
り
完
全
な
経
か
ら
は
既
に
遠
く
乖
離
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

学
術
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
学
者
が
残
っ
た
経
書
を
大
切
に
保
存
し
、

文
字
を
校
訂
し
た
た
め
、
章
句
訓
詁
の
学
が
起
こ
っ
た
。
漢
以
降
、
約
二
千

年
の
間
、
儒
学
者
は
い
つ
の
時
代
も
講
義
を
行
い
続
け
た
が
、
学
問
と
は
そ

も
そ
も
変
転
を
繰
り
返
す
も
の
で
あ
る
。
純
粋
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
不
純
な

も
の
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
人
名
や
篇
次
は
、『
史
記
』
以
来
ず
っ
と
記
録
さ

れ
て
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

古
く
は
、
南
宋
の
章
如
愚
『
山
堂
群
書
考
索
』
が
諸
経
の
伝
授
を
遡
っ
て

明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
図
に
し
た
。(

４)

明
の
朱
睦

『
授
経
図
』
は
、
歴
代

け
つ

史
書
の
「
芸
文
志
」
や
「
儒
林
伝
」
か
ら
抜
き
出
し
、
そ
れ
ら
を
章
氏
の
図

を
も
と
に
さ
ら
に
拡
張
さ
せ
た
も
の
で
あ
り(

５)

、「
諸
経
の
源
流
を
解
明
し
よ
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う
と
し
た
の
は
、
朱
氏
の
書
が
ま
さ
に
嚆
矢
と
い
え
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
(６
)

た
だ
し
、
本
書
は
章
氏
の
得
失
を
十
分
に
わ
き
ま
え
た
も
の
と
は
な
っ
て
い

な
い
。
(７
)清
初
の
万
斯
同
『
儒
林
宗
派
』
は
、
さ
ら
に
広
い
範
囲
を
収
録
す

る
が
、
た
だ
名
前
を
載
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
経
を
伝
え
た
者
に
限

定
し
て
は
い
な
い
。
(８
)朱
彝
尊
『
経
義
考
』
は
周
到
で
あ
る
が
、
大
部
で
煩

冗
で
あ
る
。
失
わ
れ
た
書
を
著
録
し
て
い
る
も
の
の
、
是
非
の
判
断
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
経
書
解
釈
の
書
目
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
経
学

の
歴
史
で
は
な
い
。
(９
)近
年
、
皮
錫
瑞
が
『
経
学
歴
史
』
を
著
し
て
、
よ
う

や
く
是
非
の
判
断
が
述
べ
ら
れ
る
に
至
り
、
単
に
事
柄
が
列
挙
さ
れ
た
だ
け

の
も
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
持
論
は
非

常
に
偏
っ
て
お
り
、
取
り
上
げ
る
資
料
の
範
囲
も
狭
い
。
そ
の
書
が
経
学
開

闢
時
代
を
孔
子
か
ら
始
ま
る
と
し
、
六
経
は
す
べ
て
孔
子
の
作
と
す
る
の
は
、

ま
っ
た
く
一
派
の
私
見
で
あ
る
。
客
観
的
な
立
場
に
立
つ
学
者
は
批
判
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
)
10

私
、
宗
霍
は
、
経
学
が
す
っ
か
り
廃
れ
て
し
ま
っ
た
今
の
時
代
に
生
き
、

斯
学
の
道
が
滅
び
よ
う
と
す
る
の
を
憂
え
、
次
の
世
代
に
学
ぶ
手
立
て
が
な

く
な
る
の
を
恐
れ
る
。
そ
こ
で
先
賢
を
継
い
で
、
ひ
そ
か
に
集
め
た
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
ら
を
時
代
ご
と
に
論
述
し
、
計
十
二
篇
と
な
っ
た
。
考
察
に
至

ら
ぬ
点
が
あ
る
の
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
の
で
た
ら
め
に
陥
っ
て

は
い
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
本
書
が
述
べ
る
歴
代
経
学
の
盛
衰
、

異
同
の
由
来
か
ら
、
読
者
が
何
か
得
る
所
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
民
国
二

十
五
年
（
一
九
三
六
）、
丙
子
の
歳
、
初
秋
。
衡
陽
の
馬
宗
霍
、
南
都
（
南
京
）

の
書
斎
に
て
記
す
。（
）
11

注
（

）『
史
記
』
孔
子
世
家
に
「
中
國
言
六
藝
者
折
中
於
夫
子
」
と
あ
る
。

1
（

）『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
昔
仲
尼
沒
而
微
言
絕
、
七
十
子
喪
而
大
義
乖
」
と
あ

2
る
。

（

）『
漢
書
』
武
帝
本
紀
に
「
孝
武
初
立
、
卓
然
罷
黜
百
家
、
表
章
六
經
」
と
あ

3
る
。

（

）
章
如
愚
、
字
は
俊
卿
、
号
は
山
堂
、
南
宋
の
浙
江
・
金
華
の
儒
学
者
。
そ
の

4
『
群
書
考
索
』
六
経
門
は
、
易
、
詩
、
書
、
周
礼
、
礼
記
、
春
秋
に
つ
い
て
、

そ
の
学
の
伝
授
を
表
に
し
て
い
る
。

（

）
朱
睦

（
一
五
二
〇
―
一
五
八
七
）、
字
は
灌
甫
、
号
は
西
亭
、
明
の
河
南

5
・
開
封
の
儒
学
者
。『
授
経
図
』
は
、
易
、
書
、
詩
、
春
秋
、
礼
に
つ
い
て
、

学
の
伝
授
を
図
表
に
し
て
い
る
。

（

）『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
史
部
『
授
経
図
』
に
「
然
朱
彝
尊
、
經
義
考
未
出

6
以
前
、
能
條
析
諸
經
之
源
流
、
此
書
實
爲
之
嚆
矢
」
と
あ
る
。

（

）『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
『
授
経
図
』
を
「
故
所
述
列
傳
、
止
於
兩
漢
」

7
と
す
る
。『
授
経
図
』
自
序
に
「
蓋
自
東
漢
而
下
、
諸
儒
授
受
尠
有
的
派
、
…

…
稱
爲
某
授
某
受
、
可
乎
」
と
あ
る
よ
う
に
、
伝
授
の
記
述
は
漢
代
に
止
ま

っ
て
い
る
。

（

）
万
斯
同
（
一
六
三
八
―
一
七
〇
二
）、
字
は
季
野
、
号
は
東
園
、
明
末
清
初

8
の
浙
江
・

の
儒
学
者
。『
儒
林
宗
派
』
は
、
孔
子
か
ら
明
末
ま
で
の
儒
学
者

ぎ
ん

の
系
譜
を
一
覧
に
し
て
い
る
。

（

）
朱
彝
尊
（
一
六
二
九
―
一
七
〇
九
）、
字
は
錫
鬯
、
号
は
竹

、
明
末
清
初

9
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の
浙
江
・
嘉
興
の
儒
学
者
。『
経
義
考
』
は
易
、
書
、
詩
、
周
礼
、
儀
礼
、
礼

記
、
楽
、
春
秋
等
の
諸
経
に
つ
い
て
網
羅
的
に
記
述
す
る
。
そ
の
「
承
師
」

篇
は
学
問
の
伝
授
を
記
述
し
て
い
る
。

（

）
皮
錫
瑞
（
一
八
五
〇
―
一
九
〇
八
）、
字
は
鹿
門
、
清
末
の
湖
南
・
長
沙
の

10
儒
学
者
。
一
九
〇
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『
経
学
歴
史
』
は
、
経
学
開
闢
時
代

か
ら
清
代
の
経
学
復
盛
時
代
ま
で
の
経
学
の
盛
衰
を
記
述
し
た
通
史
で
あ
る
。

そ
の
経
学
史
は
「
經
學
開
闢
時
代
、
斷
自
孔
子
刪
定
六
經
爲
始
」
と
す
る
今

文
派
に
立
脚
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
経
学
史
観
を
批
判
し
た
も
の
と
し

て
、
例
え
ば
、
本
田
成
之
『
支
那
経
学
史
論
』（
一
九
二
七
年
、
弘
文
堂
書
房
）

が
「
然
る
に
近
時
の
今
文
学
者
殊
に
皮
錫
瑞
は
六
経
は
皆
孔
子
の
制
作
に
係

る
と
云
つ
て
居
る
。
其
説
の
取
る
に
足
ら
ぬ
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
」
と
い

う
の
が
あ
る
。

（

）
馬
宗
霍
は
、
一
九
三
一
年
よ
り
国
民
党
党
史
編
集
委
員
会
委
員
お
よ
び
国
民

11
政
府
立
法
院
秘
書
と
し
て
、
南
京
に
滞
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
三
四
年
か
ら

は
、
章
炳
麟
主
催
の
「
国
学
講
習
会
」
教
授
と
し
て
、
た
び
た
び
蘇
州
に
出

か
け
、
そ
の
時
の
講
義
録
を
も
と
に
『
歴
代
経
学
述
略
』
を
著
し
、
増
補
の

後
、
こ
の
序
を
添
え
て
『
中
国
経
学
史
』
と
し
て
出
版
し
た
。

第
一
篇

古
の
六
経
〔
そ
の
一
〕

（
一
）

「
六
経
は
先
王
の
陳
迹
な
り
」。
こ
れ
は
荘
子
が
述
べ
た
老
子
の
言
葉
で
あ

る
。
(１
)「
陳
迹
」
と
は
史
実
で
あ
る
。
後
儒
の
「
六
経
皆
史
」
の
説
は
こ
こ

か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
(２
)そ
れ
故
に
、
伏
羲
が
八
卦
を
描
い
て
神
明
の

徳
に
通
じ
さ
せ
、
万
物
の
本
質
を
類
型
化
し
た
の
が
、

【『
易
』
繋
辞
伝
に

見
え
る
(３
)】

『
易
』
の
始
ま
り
で
あ
る
。（
伏
羲
が
）
婚
姻
を
行
う
の
に
、

対
の
鹿
の
皮
を
贈
る
よ
う
に
し
た
の
が
、
【

周『
古
史
考
』に
見
え
る
(４
)】

し
ょ
う

『
礼
』
の
始
ま
り
で
あ
る
。（
伏
羲
が
）
五
十
弦
の
瑟
を
作
り
、
そ
の
「
立

本
」、
別
名
「
扶
来
」
と
い
う
楽
曲
を
作
っ
た
の
が
、

【『
世
本
』
お
よ
び

『
孝
経
緯
』
に
見
え
る
(５
)】

『
楽
』
の
始
ま
り
で
あ
る
。（
伏
羲
が
）「
駕

辯
」
の
曲
を
作
り
、「
網
罟
」
の
歌
を
作
っ
た
の
が
、

【『
楚
辞
』
王
逸
注

こ

お
よ
び
元
結
「
補
楽
歌
」
に
見
え
る
(６
)】

『
詩
』
の
始
ま
り
で
あ
る
。

【
鄭
玄
『
詩
譜
』
序
は
「
詩
が
興
っ
た
の
は
実
に
上
古
の
世
に
お
い
て
で
は

な
い
」
と
し
て
お
り
(７
)、
伏
羲
の
時
代
に
詩
が
作
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
大
庭
氏
以
降
は
詩
が
存
在

し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
て
い
る
。
(８
)大
庭
と
は
神
農
の
号
で
あ
り
、

三
皇
の
代
に
当
た
る
】

こ
の
よ
う
に
、『
易
』『
詩
』『
礼
』『
楽
』
は
（
伏

犠
以
下
の
）
三
皇
が
既
に
そ
の
端
緒
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
黄
帝
の
時
代
に

な
る
と
、
文
字
に
記
さ
れ
た
歴
史
書
が
現
れ
た
。
そ
こ
で
、
左
史
は
言
説
を

記
し
、
右
史
は
出
来
事
を
記
し
、
細
か
な
事
柄
ま
で
備
わ
っ
て
、
そ
の
史
実

は
『
春
秋
』
と
な
り
、
言
説
は
『
尚
書
』
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
(９
)そ
の
た

め
、『
白
虎
通
』
は
『
春
秋
』
の
始
ま
り
を
遡
っ
て
黄
帝
以
降
と
し
(

)、『
隋

10

書
』
経
籍
志
は
『
尚
書
』
の
始
ま
り
を
遡
っ
て
文
字
と
と
も
に
起
こ
っ
た
、

と
し
た
の
で
あ
る
。
(
)思
う
に
、
五
帝
の
時
代
に
は
、
六
経
す
べ
て
に
そ
の

11

萌
芽
が
あ
っ
た
。
三
皇
の
時
代
は
文
字
が
な
く
、
も
し
か
す
る
と
文
字
記
録

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
、
遡
っ
て
そ
の
事
柄
を
記
し
た
の
か
も
し

－12－
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れ
な
い
。
唐
虞
の
世
に
は
明
ら
か
に
文
章
が
存
在
し
た
。
故
に
、『
易
』『
詩
』

『
礼
』『
楽
』
の
実
用
は
と
り
わ
け
顕
著
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
『
尚
書
』
に
お
い
て
考
え
て
み
た
い
。
九
江
の
大
亀
を
献

納
し
た
記
述
か
ら(

)
、
亀
卜
が
既
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

12

は
『
易
』
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
例
で
あ
る
。
舜
が
五
礼
を
修
め
、
四
方

の
諸
侯
に
謁
見
し
、
伯
夷
に
三
礼
を
つ
か
さ
ど
り
、
宗
廟
の
祭
祀
官
と
な
る

よ
う
命
じ
た
の
は(

)

、『
礼
』
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
例
で
あ
る
。

が
楽

き

13

を
つ
か
さ
ど
り
、
帝
王
や
貴
族
の
跡
継
ぎ
に
教
え
た
の
は(

)

、『
楽
』
が
実
際

14

に
行
わ
れ
て
い
た
例
で
あ
る
。
詩
が
志
（
思
い
）
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、

歌
が
言
葉
を
長
く
伸
ば
し
た
も
の
と
さ
れ
る
の
は(

)

、『
詩
』
が
実
際
に
行
わ

15

れ
て
い
た
例
で
あ
る
。

周
王
朝
に
至
る
と
、
経
書
の
制
作
は
ま
す
ま
す
備
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

六
経
を
守
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
官
職
が
存
在
し
た
。『
周
官
』
経
に
見
え

る
も
の
と
し
て
、「
大
宗
伯
」
は
国
の
礼
を
つ
か
さ
ど
り
、
吉
礼
に
よ
り
諸
国

の
鬼
神
に
仕
え
、
凶
礼
に
よ
り
諸
国
の
憂
患
を
悲
し
み
、
賓
礼
に
よ
り
諸
国

に
親
し
み
、
軍
礼
に
よ
り
諸
国
と
協
調
し
、
嘉
礼
に
よ
り
万
民
に
親
し
ん
だ(

)

。
16

こ
の
よ
う
に
、『
礼
』
に
は
も
っ
ぱ
ら
守
る
べ
き
職
掌
が
あ
っ
た
。
大
司
楽
は
、

楽
の
徳
に
よ
っ
て
公
卿
・
大
夫
の
子
弟
に
、
中
（
忠
誠
）、
和
（
調
和
）、
祇

（
恭
敬
）、
庸
（
平
常
）、
孝
（
孝
順
）、
友
（
友
愛
）
の
徳
を
教
え
た
。
ま
た
、

楽
の
詞
に
よ
っ
て
公
卿
・
大
夫
の
子
弟
に
、
興
（
比
喩
）、
道
（
引
用
）、
風

（
諷
諫
）、
誦
（
歌
唱
）、
言
（
発
話
）、
語
（
応
答
）
に
つ
い
て
教
え
た
。(

)17

楽
の
舞
に
よ
っ
て
、「
雲
門
」「
大
巻
」「
大
咸
」「
大
磬
」「
大
夏
」「
大

」「
大

ご

武
」
の
舞
を
身
に
付
け
さ
せ
た
。(

)

こ
の
よ
う
に
、『
楽
』
に
は
も
っ
ぱ
ら
守

18

る
べ
き
職
掌
が
あ
っ
た
。
大
師
（
楽
官
長
）
は
詩
の
六
義
、
す
な
わ
ち
風
、

賦
、
比
、
興
、
雅
、
頌
を
教
え
、
六
つ
の
徳
を
そ
の
根
本
と
し
、
六
律
を
基

準
の
音
と
し
た
。(

)

瞽
矇
（
楽
官
）
は
九
徳
、
六
詩
の
歌
を
つ
か
さ
ど
っ
て
、

19

大
師
を
補
佐
し
た
。(

)

こ
の
よ
う
に
、『
詩
』
に
は
も
っ
ぱ
ら
守
る
べ
き
職
掌

20

が
あ
っ
た
。
大
卜
（
卜
筮
官
）
は
、
三
易
の
法
、
す
な
わ
ち
連
山
、
帰
蔵
、

周
易
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。
経
の
卦
は
い
ず
れ
も
八
、
重
ね
た
も
の
は
い
ず
れ

も
六
十
四
で
あ
っ
た
。(

)

こ
の
よ
う
に
、『
易
』
に
は
も
っ
ぱ
ら
守
る
べ
き
職

21

掌
が
あ
っ
た
。
小
史
（
書
記
官
）
は
諸
侯
の
国
々
の
歴
史
記
録
を
つ
か
さ
ど

っ
た
。(

)

鄭
衆
は
そ
れ
ら
を
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
見
え
る
「
周
志
」
や
『
国

22

語
』
に
見
え
る
「
鄭
書
」
だ
と
す
る
。(

)

外
史
（
文
書
官
）
は
畿
外
四
方
の

23

侯
国
の
記
録
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。
鄭
玄
は
そ
れ
ら
を
魯
の
『
春
秋
』、
晋
の

『
乗
』、
楚
の
『
檮
杌
』
と
い
っ
た
も
の
だ
と
す
る
。(

)

ま
た
外
史
は
三
皇
五

と
う
こ
つ

24

帝
の
書
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。
鄭
玄
は
、
そ
れ
は
楚
の
霊
王
が
言
う
「
三
墳
五

典
」
だ
と
す
る
。(

)

つ
ま
り
『
書
』
と
『
春
秋
』
も
ま
た
少
し
ず
つ
職
掌
を

25

有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注（

）『
荘
子
』
天
運
篇
に
、「
老
子
曰
、
幸
矣
、
子
之
不
遇
治
世
之
君
也
、
夫
六
經
、

1
先
王
之
陳
跡
也
。
豈
其
所
以
跡
哉
」
と
あ
る
。

（

）
六
経
を
過
去
の
事
跡
の
記
録
と
す
る
見
方
は
『
荘
子
』
に
遡
る
こ
と
が
で
き

2
る
。
な
お
、
六
経
は
す
べ
て
史
書
で
あ
る
と
す
る
「
六
経
皆
史
」
の
説
は
、

元
の
郝
経
、
明
の
王
陽
明
が
説
き
始
め
た
と
さ
れ
、
清
の
章
学
誠
に
至
っ
て

か
く

明
確
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

－13－
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（

）『
周
易
』
繋
辞
伝
に
、「
古
者
包
犧
氏
之
王
天
下
也
、
仰
則
觀
象
於
天
、
俯
則

3
觀
法
於
地
、
觀
鳥
獸
之
文
與
地
之
宜
、
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
。
於
是
始
作

八
卦
、
以
通
神
明
之
德
、
以
類
萬
物
之
情
」
と
あ
る
。

（

）

周
（
一
九
九
？
―
二
七
〇
）、
字
は
允
南
、
三
国
・
蜀
の
儒
学
者
。
そ
の

4
『
古
史
考
』
に
「
乃
至
伏
羲
制
嫁
娶
、
以
儷
皮
爲
禮
」
と
あ
る
。

（

）『
世
本
』
作
篇
に
「
伏
羲
作
瑟
」
と
あ
る
。『
世
本
』
は
逸
書
で
あ
り
、
こ
の

5
記
述
は
『
初
学
記
』
の
引
用
に
見
え
る
。
ま
た
、『
孝
経
援
神
契
』
に
「
伏
羲
、

樂
名
扶
來
、
亦
曰
立
本
」
と
あ
る
。
明
の
孫

『
古
微
書
』
に
逸
文
が
収
録

こ
く

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
馬
氏
原
文
は
「
立
基
」
と
す
る
。「
立
基
」
に
つ
い
て

は
、『
周
礼
』
春
官
・
大
司
楽
の
疏
に
「
孝
經
緯
云
、
伏
犧
之
樂
曰
立
基
、
神

農
之
樂
曰
下
謀
」
と
あ
る
。

（

）『
楚
辞
』
大
招
篇
「
伏
羲
駕
辯
、
楚
勞
商
只
」
の
王
逸
の
注
に
「
駕
辯
、
勞

6
商
、
皆
曲
名
也
」
と
あ
る
。
元
結
（
七
二
三
―
七
七
二
）、
字
は
次
山
、
唐
の

武
昌
の
詩
人
、
文
学
者
。「
補
楽
歌
」
十
首
に
伏
羲
の
楽
曲
と
さ
れ
る
「
網
罟
」

を
収
め
る
。『
元
次
山
文
集
』
に
見
え
る
。

（

）
鄭
玄
『
詩
譜
』
序
に
、「
詩
之
興
也
、
諒
不
於
上
皇
之
世
」
と
あ
る
。
鄭
玄

7
（
一
二
七
―
二
〇
〇
）、
字
は
康
成
、
後
漢
の
北
海
・
高
密
の
儒
学
者
。『
詩

譜
』
は
逸
書
で
あ
る
。
孔
広
林
『
通
徳
遺
書
所
見
録
』
に
輯
佚
さ
れ
て
い
る
。

『
詩
譜
』
序
は
孔
穎
達
『
毛
詩
正
義
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（

）
鄭
玄
『
詩
譜
』
序
は
、
注
（
７
）
の
記
述
に
続
け
て
、「
大
庭
軒
轅
逮
於
高

8
辛
、
其
時
有
亡
、
載
籍
亦
蔑
云
」
と
す
る
。
孔
穎
達
は
そ
の
疏
に
お
い
て
「
大

庭
、
神
農
之
別
號
。
大
庭
軒
轅
、
疑
其
有
詩
者
。
大
庭
以
還
、
漸
有
樂
器
、

樂
器
之
音
、
逐
人
爲
辭
。
則
是
爲
詩
之
漸
。
故
疑
有
之
也
」
と
す
る
。

（

）『
漢
書
』
芸
文
志
・
六
芸
略
・
春
秋
に
「
左
史
記
言
、
右
史
記
事
、
事
爲
春

9
秋
、
言
爲
尚
書
」
と
あ
る
。『
礼
記
』
玉
藻
篇
に
は
「
動
則
左
史
書
之
、
言
則

右
史
書
之
」
と
あ
る
。

（

）『
白
虎
通
』
五
経
篇
に
「
春
秋
何
常
也
、
則
黃
帝
以
來
」
と
あ
る
。

10
（

）『
隋
書
』
経
籍
志
・
経
籍
・
書
に
「
書
之
所
興
、
蓋
與
文
字
俱
起
」
と
あ
る
。

11
（

）『
尚
書
』
禹
貢
に
「
九
江
納
錫
大
亀
」
と
あ
る
。
大
き
な
亀
は
亀
甲
を
用
い

12
て
行
う
占
い
の
た
め
に
献
上
さ
れ
た
。

（

）『
尚
書
』
舜
典
に
見
え
る
。

13
（

）『
尚
書
』
舜
典
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
伯
夷
は
「
伯
拜
稽
首
、
讓
于

龍
」

14
と
そ
の
任
務
を
譲
っ
て
い
る
。

（

）『
尚
書
』
舜
典
に
「
詩
言
志
、
歌
永
言
…
…
、
神
人
以
和
」
と
あ
る
。

15
（

）『
周
礼
』
春
官
・
大
宗
伯
に
見
え
る
。

16
（

）『
周
礼
』
春
官
・
大
司
楽
に
見
え
る
。

17
（

）『
周
礼
』
春
官
・
大
司
楽
に
見
え
る
。
以
上
は
黄
帝
、
尭
、
舜
、
禹
、
湯
王
、

18
武
王
の
六
代
の
楽
と
さ
れ
る
。「
雲
門
」「
大
巻
」
は
黄
帝
の
時
代
の
楽
、「
大

咸
」
は
尭
の
楽
、「
大
磬
」
は
舜
の
楽
、「
大
夏
」
は
禹
の
楽
、「
大

」
は
湯

王
の
楽
、「
大
武
」
は
武
王
の
楽
と
さ
れ
る
。
鄭
玄
注
を
参
考
。

（

）『
周
礼
』
春
官
・
大
師
に
見
え
る
。「
六
義
」
は
『
毛
詩
』
大
序
に
見
え
、
孔

19
疏
に
「
風
、
雅
、
頌
者
、
詩
篇
之
異
體
、
賦
、
比
、
興
者
、
詩
文
之
異
辭
耳
」

と
あ
る
。「
六
徳
」
は
『
周
礼
』
地
官
・
大
司
徒
に
「
一
曰
六
德
、
知
、
仁
、

聖
、
義
、
忠
、
和
」
と
あ
る
。
楽
律
は
十
二
あ
り
、
陽
を
律
と
し
、
陰
を
呂

と
す
る
。「
六
律
」
は
黃
鍾
、
大
蔟
、
姑
洗
、

賓
、
夷
則
、
無
射
で
あ
る
。

『
周
礼
』
春
官
・
大
師
に
見
え
る
。

－14－
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（

）『
周
礼
』
春
官
・
瞽
矇
に
見
え
る
。

20
（

）『
周
礼
』
春
官
・
大
卜
に
見
え
る
。

21
（

）『
周
礼
』
春
官
・
小
史
に
見
え
る
。

22
（

）『
周
礼
』
春
官
・
小
史
の
鄭
玄
注
に
、「
鄭
司
農
云
志
謂
記
也
、
春
秋
傳
所
謂

23
周
志
、
國
語
所
謂
鄭
書
之
屬
是
也
」
と
し
て
、
鄭
衆
の
説
が
引
用
さ
れ
て
い

る
。
鄭
衆
（
？
―
八
三
）、
字
は
仲
師
、
後
漢
の
開
封
の
学
者
。
官
は
大
司
農

に
至
っ
た
た
め
、
鄭
司
農
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
二
年

の
伝
に
、「
周
志
」
の
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
周
志
」
は
滅
ん
で
伝
わ

ら
な
い
が
、
周
の
歴
史
記
録
と
さ
れ
る
。
な
お
、
鄭
衆
は
「
国
語
所
謂
鄭
書
」

と
す
る
が
、
現
行
の
『
国
語
』
に
は
「
鄭
書
」
の
名
は
見
え
な
い
。『
春
秋
左

氏
伝
』
襄
公
二
十
年
に
「
子
産
曰
、
…
…
鄭
書
有
之
曰
、
安
定
國
家
、
必
大

焉
先
」
と
し
て
「
鄭
書
」
が
引
か
れ
て
い
る
。
杜
預
の
注
に
「
鄭
國
史
書
」

と
あ
る
。
ま
た
、
昭
公
二
十
八
年
に
、「
叔
游
曰
、
鄭
書
有
之
、
惡
直
醜
正
、

實
蕃
有
徒
」
と
あ
る
。

（

）『
周
礼
』
春
官
・
外
史
及
び
そ
の
鄭
玄
注
に
見
え
る
。

24
（

）『
周
礼
』
春
官
・
外
史
及
び
そ
の
鄭
玄
注
に
見
え
る
。「
三
墳
五
典
」
は
、『
春

25
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
二
年
に
「
王
（
楚
霊
王
）
曰
、
是
良
史
也
、
子
善
視
之
、

是
能
讀
三
墳
、
五
典
、
八
索
、
九
丘
」
と
あ
る
。

（
二
）

思
う
に
、
三
皇
五
帝
の
時
代
は
そ
れ
ぞ
れ
世
情
を
異
に
し
、
礼
楽
が
踏
襲

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
周
は
二
代
に
監
み
、
郁
郁
乎
と
し
て
文
な
る

か
ん
が

か
な
」(

１)

と
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
一
代
の
法
典
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、

実
際
に
は
前
の
二
代
（
夏
・
殷
）
の
制
度
を
そ
こ
に
保
存
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
六
芸
の
内
容
は
周
に
至
っ
て
、
と
り
わ
け
豊
富
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

章
学
誠
は
、「
周
公
は
『
周
礼
』
に
よ
っ
て
伏
犠
、
黄
帝
、
尭
、
舜
以
来
の

制
度
を
集
大
成
し
た
」
と
言
う
。(

２)

こ
れ
は
ほ
ぼ
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
で
、
六
芸
に
は
そ
れ
ぞ
れ
職
掌
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
礼
官

に
属
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、（
章
は
）「
六
芸
は
も
と
よ
り
先
王
の
政
典
で
あ

っ
た
」
と
も
言
う
の
で
あ
る
。(

３)

礼
と
は
、
国
家
の
政
典
を
統
括
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
さ
に
班
固
が
言
う
「
六
経
の
道
は
根
が
同
じ
で
あ
り
、
礼
楽
の

効
果
は
素
早
く
現
れ
る
」(

４)

で
あ
る
。
六
芸
は
周
の
時
代
に
大
い
に
備
わ
る

よ
う
に
な
り
、
周
の
盛
時
に
は
、
史
官
（
記
録
官
）
が
そ
れ
を
管
理
し
、
故

府
（
文
書
保
存
庫
）
に
そ
れ
を
保
存
し
た
。
【
龔
自
珍
は
言
う
。「
六
経
は
、

周
の
史
官
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
大
宗
（
嫡
子
）
で
あ
る
。『
易
』
は
卜
筮
の
史

官
、『
書
』
は
言
葉
を
記
す
史
官
、『
春
秋
』
は
出
来
事
を
記
す
史
官
で
あ
る
。

（『
詩
』
の
）「
風
」
は
史
官
が
民
間
か
ら
採
集
し
、
そ
れ
ら
を
編
集
し
て
竹

帛
に
記
し
、
司
楽
（
音
楽
官
）
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。（『
詩
』
の
）「
雅
」

「
頌
」
は
、
史
官
が
士
大
夫
か
ら
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
。『
礼
』
は
、
そ
の

時
代
の
律
令
で
あ
り
、
史
官
が
故
府
に
保
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
必
要
に
応
じ
王
に
教
え
諭
し
た
の
で
あ
る
。「
小
学
」（
文
字
の
解
釈
）

は
、
外
史
（
外
交
文
書
を
つ
か
さ
ど
る
官
）
が
文
書
を
地
方
へ
行
き
渡
ら
せ

た
（
こ
と
で
発
展
し
た
）。
瞽
史
（
下
級
音
楽
官
と
記
録
官
）
が
そ
れ
ら
を
賓

客
の
振
る
舞
い
と
し
て
教
え
た
の
で
あ
る
。
今
は
宗
伯
（
神
祇
官
）
が
礼
を

－15－
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統
括
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
礼
は
口
頭
で
保
存
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

儒
学
者
は
、
そ
れ
を
史
官
か
ら
得
た
の
で
あ
り
、
宗
伯
か
ら
得
た
の
で
は
な

い
。
楽
は
、
司
楽
が
こ
れ
を
統
括
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
楽
は
口
と
耳
で

保
存
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
儒
学
者
は
そ
れ
を
史
官
か
ら
得
た
の
で
あ
り
、

司
楽
か
ら
得
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
六
経
は
周
の
史
官
か
ら
生
み
だ

さ
れ
た
大
宗
（
嫡
子
）
と
い
え
る
の
で
あ
る
」。(

５)

劉
師
培
は
言
う
。(

６)

「『
韓

宣
子
が
魯
に
行
っ
た
時
に
、
太
史
の
と
こ
ろ
で
書
を
見
せ
て
も
ら
い
、
は
じ

め
て
易
の
象
を
見
た
』
と
あ
る
よ
う
に(
７)

、『
易
』
は
史
官
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。三
皇
五
帝
の
書
は
外
史
が
つ
か
さ
ど
っ
て
お
り(

８)

、『
左

伝
』
に
「
史
官
は
書
を
誦
え
た
」
と
あ
る
よ
う
に(

９)

、『
書
』
は
史
官
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
風
」の
詩
は
天
子
の
補
佐
役
が
採
集
し(

)

、
10

魯
の
「
頌
」
は
史
克
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
り(
)

、「
祈
招
」
の
詩
は
左

11

史
倚
相
か
ら
聞
き
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
に(

)

、『
詩
』
は
史
官
に
よ
っ
て
管
理

12

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
韓
宣
子
が
魯
の
史
官
の
と
こ
ろ
で
書
を
調
べ
た
時

に
、
あ
わ
せ
て
『
春
秋
』
を
見
て
お
り(
)

、
孟
子
が
『
春
秋
』
を
解
釈
す
る

13

際
に
、「
そ
の
文
は
史
官
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に(
)

、『
春
秋
』
も
史
官
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
老
耼
は
周

た
ん

14
の
史
官
と
な
っ
て
礼
を
明
ら
か
に
し
、
萇
弘
は
周
の
史
官
と
な
っ
て
楽
を
明

ら
か
に
し
た
。(

)

と
す
る
と
『
礼
』『
楽
』
も
史
官
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い

15

た
の
で
あ
る
。
史
佚
は
『
爾
雅
』
を
子
に
教
え
た
の
で
、「
小
学
」
も
ま
た
史

官
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」】

そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
は
官
に
あ
っ
た
。
思
う
に
、
官
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
を
教
え
と
し
て
施
す
と
、
道
は
一
つ
と
な
り
、
教
化
は
均
一
と
な
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
政
治
を
行
う
と
、
風
俗
が
安
定
し
、
世
に
秩
序
が
も
た
ら
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
周
が
衰
え
る
と
、
官
の
守
り
が
荒
廃
し
て
、
六
芸
の
道
は

絶
え
、
諸
子
が
競
っ
て
鳴
く
よ
う
に
な
っ
た
。
孔
子
の
時
代
に
は
既
に
六
芸

は
損
な
わ
れ
て
お
り
、
完
全
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
詩
』
に
つ
い
て
は
、
九
徳
六
詩
の
歌(

)

は
、
も
と
は
あ
わ
せ
て
十
五
種

16

で
あ
っ
た
。(

)

『
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
孔
子
が
見
た
古
詩
は
な
お
三
千
篇
余

17

り
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
取
捨
選
択
を
加
え
て
、
風
、
雅
、
頌
の
三
者
だ
け
を

残
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。(

)

（
こ
れ
に
よ
り
）
九
歌
の
篇
章
を
見
る
こ

18

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
比
、
賦
、
興
も
ま
た
区
別
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
三
千
篇
の
中
で
既
に
九
歌
お
よ
び
比
、
賦
、

興
（
の
詩
）
は
失
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
し
実
際
に
残
っ
て
い
た
の
な

ら
ば
、
そ
れ
は
大
師
が
教
え
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。(

)

孔
子
は
そ
の

19

六
詩
を
受
け
入
れ
ず
に
、
そ
の
う
ち
三
つ
を
削
り
去
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
十

五
流
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
数
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
数
は
三
千
よ
り
も
っ
と

多
く
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

【『
鄭
志
』
に
、「
張
逸
が
、
ど
の
詩
が
比
、

賦
、
興
に
近
い
か
と
尋
ね
た
。（
鄭
玄
が
）
答
え
て
言
う
に
は
、
比
、
賦
、
興

に
つ
い
て
は
、
呉
の
季
札
が
詩
を
見
た
際
、
既
に
歌
わ
れ
て
い
な
い
」
と
あ

る
が(

)

、
こ
の
記
述
は
全
く
正
し
い
。
思
う
に
、
既
に
歌
わ
れ
て
い
な
い
と

20

い
う
の
は
、
き
っ
と
失
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
た
、「
孔
子
が

詩
を
編
集
す
る
時
に
、
風
、
雅
、
頌
の
中
に
合
わ
せ
て
入
れ
て
し
ま
い
、
区

別
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
た
」
と
言
う
の
で
あ
る
。(

)

そ
の
た
め
後
人
は
ま

21

す
ま
す
惑
う
こ
と
に
な
っ
た
。
世
の
儒
学
者
は
こ
れ
よ
り
風
、
雅
、
頌
は
形

態
の
相
違
で
あ
り
、
比
、
賦
、
興
は
歌
辞
（
修
辞
）
の
相
違
で
は
な
い
か
と

－16－
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考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
六
詩
の
経
文
は
、（
編
集
さ
れ
て
後
に
）

滅
ん
だ
も
の
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
比
、
賦
、
興
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て

（
詩
の
）
名
称
を
も
ち
、
各
々
が
区
別
可
能
で
あ
っ
て
、
風
、
大
雅
、
小
雅
、

頌
の
四
始
と
は
別
の
詩
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
詳
し

く
は
、
餘
杭
・
章
炳
麟
の
「
六
詩
説
」
に
見
え
る(

)

】
22

『
書
』
に
つ
い
て
は
、
も
と
は
三
皇
五
帝
の
書
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。

緯
書
の
『
尚
書
璇
璣
鈐
』
に
「
孔
子
は
書
を
求
め
て
、
黄
帝
の
玄
孫
・
帝
魁

の
書
を
得
た
。
秦
の
穆
公
ま
で
計
三
千
二
百
四
十
篇
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。

【『
尚
書
』
序
の
孔
疏
の
引
用
に
見
え
る
】

こ
の
記
述
は
完
全
に
信
じ
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
の
『
尚
書
』
は
尭
典
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、

三
皇
五
帝
の
書
が
、
当
時
既
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
朱
子
は
、「『
周
礼
』
外
史
に
三
皇
五
帝
の
書
を
掌
っ
た
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
周
公
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
き
っ
と
虚
妄
で
は
な
い
。
も
し

全
篇
が
完
備
し
て
い
れ
ば
、
孔
子
も
削
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
簡
編
に
脱
落
が
あ
り
、
完
全
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
述
べ
て
い
る(

)

】
23

『
春
秋
』
に
つ
い
て
は
、
も
と
は
四
方
の
国
々
の
歴
史
書
の
中
に
保
存
さ

れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
周
の
初
め
に
制
定
さ
れ
た
公
侯
伯
子
男
の
五
等
の
封

に
よ
り
、
実
に
千
七
百
余
り
の
国
が
立
て
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
史
書
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
太
史
公
の
年
表
は
わ
ず
か
に
十
二
諸
侯
を
記
す
の
み

で
あ
り
、
そ
の
他
世
家
に
記
述
の
な
い
も
の
も
あ
る
。
も
し
秦
の
戦
乱
に
よ

っ
て
失
わ
れ
た
と
言
う
の
な
ら
、
ど
う
し
て
十
二
諸
侯
の
事
績
だ
け
が
幸
い

に
も
残
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
孔
子
の
時
に
は
き
っ
と
既
に
完
備
し

て
お
ら
ず
、『
春
秋
』
が
伝
え
る
こ
と
も
、
も
は
や
十
分
の
一
に
も
及
ば
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

『
礼
』『
楽
』
の
二
者
に
つ
い
て
は
、
諸
侯
は
自
分
に
都
合
の
悪
い
も
の
を

嫌
っ
た
。
そ
こ
で
み
な
そ
の
書
籍
を
消
し
去
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
欠
損

が
と
り
わ
け
ひ
ど
い
の
で
あ
る
。

【『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
帝
王
の
質
と
文

と
に
は
時
代
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
っ
た
。
周
は
細
か
な
事
に
渡
る
ま
で
乱
れ

る
の
を
防
ぎ
、
事
ご
と
に
礼
を
制
定
し
た
。
故
に
、
礼
経
（
根
本
の
礼
）
は

三
百
種
、
威
儀
（
細
か
な
儀
礼
）
は
三
千
種
、
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
周

が
衰
え
る
と
、
諸
侯
は
規
範
を
蔑
ろ
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
身
に
都
合
の

悪
い
礼
を
嫌
っ
て
、
み
な
が
そ
の
記
録
を
捨
て
去
ろ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
孔

子
の
時
に
は
既
に
完
備
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
礼

楽
の
二
者
は
常
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
周
が
衰
え
る
と
と
も
に
損
な

わ
れ
た
。
と
り
わ
け
楽
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
か
か
っ
た
が
、
音
律
に
は
節
が

備
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
も
鄭
、
衛
の
新
楽
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
後
世
に
伝
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
あ

る(
)

】

孔
子
は
そ
こ
で
、
車
に
乗
っ
て
周
に
赴
い
た
。
周
の
礼
を
老
耼
に

24
尋
ね
、
楽
を
萇
弘
に
問
う
た
。(

)

あ
ち
こ
ち
に
探
し
求
め
て
わ
ず
か
に
そ
の

25

一
部
を
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
孔
子
の
言
葉
に
「
夏
の
礼
に
つ
い
て
、

私
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
杞
の
国
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
殷
の
礼
に
つ
い
て
、
私
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

宋
の
国
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
文
献
が
足

り
な
い
た
め
で
あ
る
。
文
献
が
十
分
に
残
っ
て
い
れ
ば
、
私
は
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
。(

)

こ
の
よ
う
に
、
二
代
の
礼
は
、
杞
と
宋
の

26
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国
が
夏
と
殷
の
末
裔
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
さ
ら
に
「
殷
は
夏
の
礼
に
も
と
づ
い
て
い

る
の
で
、
増
減
し
た
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
は
殷
の
礼
に
も
と

づ
い
て
い
る
の
で
、
増
減
し
た
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
」(

)

と
言
っ

27

た
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
孔
子
が
「
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
う
の
も
、

周
の
礼
か
ら
推
し
測
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
楽
』
に
つ
い
て
は
、
も
と
は
六
代
（
黄
帝
・
尭
・
舜
・
禹
・
湯
・
武
王
）

に
は
保
存
さ
れ
て
い
た
。
孔
子
が
言
う
に
は
、「
韶
は
美
を
尽
く
し
、
善
を
尽

く
し
て
い
る
。
武
は
美
を
尽
く
し
て
い
る
が
、
善
を
尽
く
し
て
は
い
な
い
」(

)28

と
あ
り
、「
楽
は
韶
の
舞
を
演
奏
す
る
」(

)
と
あ
る
。
他
に
つ
い
て
大
半
は
言

29

及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
あ
る
い
は
や
は
り
そ
の
時
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
か
つ
て
の
三
易
（
連
山
・
帰
蔵
・
周
易
）
だ
け
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
孔
子
が
学
ん
だ
の
は
周
易
で
あ
っ
た
が
、『
礼
記
』
に
は
「
孔

子
は
夏
の
道
を
得
よ
う
と
し
て
『
夏
時
』
を
手
に
入
れ
、
殷
の
道
を
得
よ
う

と
し
て
『
乾
坤
』
を
手
に
入
れ
た
」(
)

と
あ
る
。『
乾
坤
』
と
は
『
帰
蔵
』
の

30

書
で
あ
る
。『
連
山
』
は
艮
の
卦
か
ら
始
ま
る
が
、
艮
と
は
人
で
あ
る
。
夏
は

建
寅
の
月
を
正
月
と
し
、
こ
れ
を
人
統
と
呼
ん
だ
。(

)

故
に
、
先
儒
は
『
夏

31

時
』
と
は
『
連
山
』
を
適
用
し
た
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

【『
左
伝
』
襄

公
九
年
に
、
穆
姜
が
占
っ
て
も
ら
う
と
、
艮
の
八
の
卦
を
得
た
、
と
あ
り
、

杜
預
の
注
に
「
連
山
、
帰
蔵
、
周
易
を
合
わ
せ
て
用
い
て
い
る
」
と
あ
る
。(

)32

こ
れ
は
春
秋
時
代
に
三
易
が
す
べ
て
通
行
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

桓
譚
『
新
論
』
に
、「
連
山
は
蘭
台
に
保
存
さ
れ
、
帰
蔵
は
太
卜
に
保
存
さ
れ

て
い
る
」
と
あ
る
。(

)

そ
う
す
る
と
漢
の
初
め
に
も
三
易
は
な
お
存
在
し
て

33

い
た
こ
と
が
わ
か
る
】

思
う
に
、
古
代
の
六
経
に
つ
い
て
、
孔
子
の
時
代
に
存
在
し
て
お
り
考
証

が
可
能
で
あ
っ
た
も
の
は
、
お
お
む
ね
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。

注（

）『
論
語
』
八
佾
篇
の
文
。

1
（

）
章
学
誠
『
文
史
通
義
』
原
道
上
に
見
え
る
。
章
学
誠
（
一
七
三
八
―
一
八
〇

2
一
）、
字
は
実
斎
、
号
は
少
巌
、
清
の
浙
江
・
会
稽
の
学
者
。

（

）
章
学
誠
『
文
史
通
義
』
易
教
上
に
見
え
る
。

3
（

）『
漢
書
』
礼
楽
志
に
見
え
る
。

4
（

）
龔
自
珍
「
古
史
鈎
沈
」「
論
二
」
に
見
え
る
。
龔
自
珍
（
一
七
九
二
―
一
八

5
四
一
）、
字
は 

人
、
号
は
定
庵
、
清
の
浙
江
・
仁
和
の
儒
学
者
。

（

）
劉
師
培
「
古
学
出
於
史
官
論
」
に
見
え
る
。
劉
師
培
（
一
八
八
四
―
一
九
一

6
九
）、
字
は
申
叔
、
号
は
左

、
清
の
江
蘇
・
儀
徴
の
儒
学
者
。

（

）『
左
伝
』
昭
公
二
年
の
伝
に
見
え
る
。

7
（

）『
周
礼
』
春
官
・
外
史
に
「
外
史
…
…
掌
三
皇
五
帝
之
書
」
と
あ
る
。

8
（

）『
左
伝
』
襄
公
十
四
年
の
伝
に
見
え
る
。
た
だ
し
、『
左
伝
』
原
文
は
、「
史

9
爲
書
、
瞽
爲
詩
、
工
誦
箴
諫
（
史
は
書
を
爲
り
、
瞽
は
詩
を
爲
り
、
工
は
箴

諫
を
誦
す
）」
で
あ
り
、
史
官
は
出
来
事
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

（

）『
礼
記
』
王
制
篇
に
「
命
大
師
陳
詩
、
以
觀
民
風
」
と
あ
る
。

10
（

）『
詩
経
』
魯
頌
・
駉
の
小
序
に
「
史
克
作
是
頌
」
と
あ
る
。

け
い

11
（

）『
左
伝
』
昭
公
十
二
年
の
伝
に
見
え
る
。「
祈
招
」
は
逸
詩
。

12
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（

）『
左
伝
』
昭
公
二
年
の
伝
に
見
え
る
。

13
（

）『
孟
子
』
離
婁
章
句
下
に
見
え
る
。

14
（

）『
礼
記
』
楽
記
篇
に
、
楽
に
つ
い
て
「
丘
之
聞
諸
萇
弘
、
亦
若
吾
子
之
言
是

15
也
」
と
あ
る
。

（

）
九
徳
の
歌
に
つ
い
て
は
、『
左
伝
』
文
公
七
年
の
伝
に
「
九
功
之
德
皆
可
歌

16
也
、
謂
之
九
歌
」
と
あ
る
。
九
歌
は
禹
の
時
代
の
音
楽
と
さ
れ
る
。『
尚
書
』

大
禹
謨
に
「
勸
之
以
九
歌
」
と
あ
る
。
六
詩
は
六
義
の
こ
と
。

（

）
比
、
賦
、
興
を
修
辞
と
し
て
で
は
な
く
風
、
雅
、
頌
と
同
様
の
形
体
と
し
て

17
捉
え
、
九
徳
六
詩
は
十
五
種
類
の
詩
で
あ
っ
た
と
す
る
。
注
（

）
を
参
照
。

22

（

）『
史
記
』
孔
子
世
家
に
、「
古
者
詩
三
千
餘
篇
、
及
至
孔
子
、
去
其
重
。
…
…

18
故
曰
、
關
雎
之
亂
以
爲
風
始
、
鹿
鳴
爲
小
雅
始
、
文
王
爲
大
雅
始
、
清
廟
爲

頌
始
。
三
百
五
篇
孔
子
皆
弦
歌
之
、
以
求
合
韶
武
雅
頌
之
音
」
と
あ
る
。

（

）『
周
礼
』
春
官
・
大
師
に
「
大
師
…
…
教
六
詩
。
曰
風
、
曰
賦
、
曰
比
、
曰

19
興
、
曰
雅
、
曰
頌
。
以
六
德
爲
之
本
」
と
あ
る
。
ま
た
、
瞽
矇
に
「
瞽
矇
…

…
掌
九
德
六
詩
之
歌
。
以
役
大
師
」
と
あ
る
。

（

）『
鄭
志
』「
毛
詩
志
」（『
毛
詩
正
義
』
の
引
）
に
見
え
る
。「
季
札
観
楽
」
は

20
『
左
伝
』
襄
公
二
十
九
年
の
伝
に
見
え
る
。

（

）『
鄭
志
』「
毛
詩
志
」
に
見
え
る
。

21
（

）
こ
の
自
注
は
ほ
ぼ
章
炳
麟
の
「
六
詩
説
」
に
拠
っ
て
い
る
。「
六
詩
説
」
は

22
『
検
論
』
に
見
え
る
。
章
炳
麟
（
一
八
六
九
―
一
九
三
六
）、
字
は
枚
叔
、
号

は
太
炎
、
清
の
浙
江
・
餘
杭
の
儒
学
者
。

（

）『
朱
文
公
文
集
』「
雑
著
」「
尚
書
」
に
見
え
る
。

23
（

）『
漢
書
』
芸
文
志
・
礼
、
楽
に
見
え
る
。
な
お
、
馬
氏
引
用
文
「
諸
侯
好
踰

24

法
度
」
は
、『
漢
書
』
原
文
は
「
諸
侯
將
踰
法
度
」。

（

）『
史
記
』
老
子
伝
、『
礼
記
』
曾
子
問
篇
、
楽
記
篇
等
に
見
え
る
。

25
（

）『
論
語
』
八
佾
篇
に
見
え
る
。

26
（

）『
論
語
』
為
政
篇
に
見
え
る
。

27
（

）『
論
語
』
八
佾
篇
に
見
え
る

28
（

）『
論
語
』
衛
霊
公
篇
に
見
え
る
。

29
（

）『
礼
記
』
礼
運
篇
に
「
孔
子
曰
、
我
欲
觀
夏
道
、
是
故
之
杞
、
而
不
足
徵
也
。

30
吾
得
夏
時
焉
。
我
欲
觀
殷
道
、
是
故
之
宋
、
而
不
足
徵
也
。
吾
得
坤
乾
焉
。

坤
乾
之
義
、
夏
時
之
等
、
吾
以
是
觀
之
」
と
あ
る
。

（

）
夏
は
建
寅
の
月
（
十
三
月
）
を
正
月
と
し
た
。
そ
の
暦
は
人
統
と
さ
れ
る
。

31
殷
は
建
丑
の
月
（
夏
の
十
二
月
）
を
正
月
と
し
た
。
そ
の
暦
は
地
統
と
さ
れ

る
。
周
は
建
子
の
月
（
夏
の
十
一
月
）
を
正
月
と
し
た
。
そ
の
暦
は
天
統
と

さ
れ
る
。『
漢
書
』
劉
向
伝
、
律
暦
志
を
参
考
。

（

）『
左
伝
』
襄
公
九
年
の
伝
に
「
穆
姜
、
薨
於
東
宮
。
始
往
而
筮
之
、
遇
艮
之

32
八
」
と
あ
り
、
杜
預
の
注
に
「
周
禮
大
卜
掌
三
易
、
然
則
雜
用
連
山
歸
藏
周

易
」
と
あ
る
。

（

）
桓
譚
『
新
論
』
正
経
篇
に
見
え
る
。
桓
譚
（
前
二
三
―
五
六
）、
字
は
君
山
。

33
後
漢
の
沛
国
・
相
の
儒
学
者
。

〔
訳
注
者
付
記
〕

本
訳
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
―
三
十
一
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

（
課
題
番
号
一
六
Ｋ
〇
二
一
五
四
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
本
学
教
授
／
茨
城
大
学
教
授
）
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